
２
、
ど
ん
な
支
援
策
が
あ

る
の
?
（
事
業
概
要
）

● 南島原市議会だより No. 5113

【
青
森
県
五
所
川
原
市
】

移
住
・
定
住
促
進
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
　
　

◆
移
住
定
住
促
進
事
業

　

人
口
減
少
対
策
に
向
け
た

移
住
支
援
と
し
て
、
３
つ
の

総
合
戦
略
で
対
応
し
て
い
る
。

＊
移
住
支
援
策
の
位
置
付
け

〇「
若
者
の
定
住
促
進
政
策
」

　
と
し
て
子
育
て
支
援
・
雇

　
用
創
出

〇「
交
流
倍
増
政
策
」と
し
て

　
交
通
・
観
光

〇「
元
気
・
健
康
づ
く
り
政
策
」

　
と
し
て
福
祉
・
医
療

＊
切
れ
目
な
い
支
援
体
制

〇
市
の
存
在
の
認
識

〇
市
の
魅
力
の
情
報
発
信

〇
体
験
・
経
験
で
良
い
イ
メ

　
ー
ジ

〇
移
住

＊
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用

　

し
、
移
住
支
援
ミ
ス
テ
リ

　

ー
動
画
の
作
成（
３
６
，３

　

２
６
回
の
再
生
）

＊
首
都
圏
で
情
報
提
供
、
移

　

住
者
希
望
相
談
フ
ェ
ア
の

　

実
施

＊
市
内
見
学
・
宿
泊
体
験
等
、

　

ご
し
ょ
ぐ
ら
し
体
験
ツ
ア

　

ー
」
の
開
催
費
用
の
補
助

＊
住
ま
い
の
補
助
金
と
し
て

　

子
育
て
世
帯
の
移
住
、
家

　

賃
補
助
27
年
度
よ
り
31
世

　

帯
。
子
育
て
世
帯
・
若
年

　

夫
婦

　
　

世
帯
新
築
マ
イ
ホ
ー
ム

　

補
助
28
年
度
よ
り
23
世
帯

　

の
実
績
で
あ
る
。

　

空
家
バ
ン
ク
の
有
効
活
用
、

五
所
川
原
圏
域
定
住
自
立
圏

へ
の
流
動
化
を
図
る
。

＊
移
住
者
希
望
者
の
ニ
ー
ズ

　

に
応
え
る
親
身
な
情
報
サ

　

ポ
ー
ト

　

以
上
の
よ
う
な
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後

質
問
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

事
業
内
容
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
本
市
と
あ
ま
り
変
わ

り
な
い
が
、
結
果
と
し
て
、

市
の
魅
力
情
報
発
進
、
移
住

支
援
策
の
周
知
、
補
助
金
活

用
事
業
の
周
知
等
を
し
っ
か

り
や
り
、
市
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
。

　

最
終
的
に
は
、
少
子
化
対

策
に
繋
が
る
施
策
の
必
要
性

が
、
両
市
の
共
通
の
問
題
で

あ
る
。

【
青
森
県
弘
前
市
】

弘
前
圏
域
定
住
自
立
圏
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

弘
前
圏
域
定
住
自
立
圏

（
８
市
町
村
で
構
成
）

　

弘
前
市
は
、
古
く
か
ら
地

域
の
中
心
市
と
し
て
繁
栄
し

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

明
治
22
年
、
全
国
30
市
、

県
下
で
最
初
の
市
政
を
施
行
、

明
治
31
年
、
陸
軍
司
令
部
設

置
、
大
正
10
年
、
現
国
立
弘

前
大
学
開
校
、
昭
和
に
入
り

11
村
、
１
町
と
合
併
し
、
市

域
を
拡
大
。
都
市
機
能
も
充

実
し
、
歴
史
的
に
も
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　

生
活
圏
を
形
成
す
る
周
辺

市
町
村
と
は
、
一
部
事
務
組

合
、
広
域
連
合
及
び
企
業
団

を
設
置
し
、
連
携
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。
急
速

な
人
口
減
少
が
進
む
将
来
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

今
後
の
活
性
化
と
発
展
の

継
続
の
た
め
、
圏
域
の
市
町

村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
都

市
機
能
や
地
域
資
源
を
活
用

し
あ
い
、
一
体
と
な
っ
て
課

題
に
取
り
組
む
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

地
方
自
治
体
が
様
々
な
分
野

で
相
互
に
連
携
し
、
共
存
共

栄
し
な
が
ら
自
立
的
・
持
続

的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

定
住
自
立
圏
構
想
は
有
意
義

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
通
勤
・
通
学

の
依
存
率
が
高
か
っ
た
。
中

心
市
と
周
辺
市
町
村
が
互
い

に
連
携
し
、
都
市
機
能
は
中

心
市
が
担
い
、
周
辺
市
町
村

は
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保

し
て
、
農
林
業
の
進
行
や
豊

か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図

る
等
、
役
割
分
担
で
活
性
化

を
図
る
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
中

心
市
は
、
８
，５
０
０
万
円

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
、
周
辺
市

町
村
は
、
１
，５
０
０
万
円

を
限
度
に
特
別
交
付
税
の
措

置
が
あ
る
。

　

ま
た
、
人
件
費
及
び
経
費

の
節
減
。

　

た
だ
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
役
割
分
担
に
お
い
て
、

中
心
市
に
頼
る
傾
向
が
あ
る
。

　

そ
の
他
、
事
業
概
要
等
に

つ
い
て
の
質
問
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

【
視
察
後
記
】

　

五
所
川
原
立
佞
武
多
（
高

さ
23
ｍ
、
重
さ
19
ト
ン
）、
弘

前
ね
ぷ
た（
高
さ
13
ｍ
前
後
）、

青
森
ね
ぶ
た（
横
に
大
き
い
）、

３
市
３
様
で
、
３
市
と
も
ね

ぶ
た
展
示
施
設
が
市
役
所
の

そ
ば
に
あ
り
、
地
元
特
産
料

理
の
食
事
も
で
き
、
観
光
に

も
繋
が
る
施
設
で
あ
り
、
本

当
の
祭
り
に
来
た
い
と
思
わ

せ
る
偉
容
で
あ
る
。

　

委
員
各
位
か
ら
、
南
島
原

市
に
も
、
市
民
み
ん
な
で
盛

り
上
が
る
イ
ベ
ン
ト
＆
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
必
要
性
の
意
見

が
出
た
。

　

ほ
か
に
、
本
市
に
も
版
画

展
が
あ
る
こ
と
か
ら
版
画
家
・

棟
方
志
功
記
念
館
と
、
ま
た

太
宰
治
生
家
を
見
学
し
た
。

　

今
回
の
視
察
も
意
義
あ
る

も
の
で
あ
り
、
今
後
の
行
政

運
営
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

目
的

目
的

所
感

平
成
30
年
11
月
７
日
㈬
〜
９
日
㈮

総
務
委
員
会
視
察
研
修
報
告

総
務
委
員
会
視
察
研
修
報
告

総
務
委
員
会
視
察
研
修
報
告

３
、
事
業
推
進
上
の
課
題

は
？　

今
後
の
展
望
は
？

１
、
総
合
戦
略
と
移
住
者

へ
の
切
れ
目
な
い
支
援
対

策

1
、
定
住
自
立
の
経
緯
に

つ
い
て

３
、
定
住
自
立
圏
形
成
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

五所川原市役所での研修風景

２
、
周
辺
地
域
へ
の
影
響
は

弘前市役所での研修風景


